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       東播磨新地域ビジョン骨子案（案）       参考資料② 

                               R3.3.9 

 

１ 趣旨等 

新地域ビジョン策定の趣旨、展望年次 

人口減少等の社会変化の様相を地域の特性に合わせて分かりやすく「見える化」し、 

住民が共有できる「なりたい姿」を大胆に描き、中長期的な地域づくりの方向性を示す。 

展望年次：一世代後の概ね２０５０年 

 

２ 時代の潮流・背景 

前回改定時からの社会の変化（人口減少の加速、技術革新、グローバル化等）等 

２０５０年の新地域ビジョンを考える上で特に押さえておく必要がある社会潮流を明

示。こうした潮流を踏まえた上で、新地域ビジョンの検討を進める必要がある。 

１．人口減少・超高齢化  

２．自然の脅威：気候変動・風水害 

３．テクノロジーの進化：データの最大活用 

４．経済構造の変容：デジタル化の進展 

５．価値観と行動の変化：サステナブル志向・所有から利用へ 等 

 

３ 東播磨地域の現状・課題 

東播磨地域の現状認識（統計、魅力等）、東播磨地域が抱える課題 等 

  〇課題 

・少子化問題：人口減少によりますます活気が薄らぐ 

  ・高齢化問題：次代の担い手確保に不安（後継者不足による倒産、休耕田の増加など） 

  ・地域の希薄化：近隣関係が希薄になり、地域における互助意識が低下 

          但し、祭社会が構成されている地域では連帯感が強い 

  ・交通：鉄道、路線バス、コミュニティバスが利用できる地域はごく一部に限られる 

      ※１「移動の不便さ」は「住み心地の悪さ」に直結し、地域外への流出を招く 

      ※２ アクセス向上、公共交通の空白地域に対するフォロー体制が整えば、よ 

り住みやすい街になる 

・空き家問題：空き家増加により活気が薄らぎ治安にも影響 

 

〇魅力 

・住環境が良く、適度な自然と都市部への距離を鑑みても住みやすい 
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・都会と田舎の両面を持ち豊かな自然環境が多く子育てに良い環境 

・歴史、自然、産業においてそれらが連携すれば素晴らしい地域となる 

・気候温暖で大きな災害に強い 

・伝統的な祭りなど 

    

４ ２０５０年の東播磨地域（社会）の展望 

  将来の情勢変化、新たな課題、期待される進展 等 

  ・ビジネスにおいては積極的に AI,IOT の利用促進が必要、それらは補助的な役割を果 

たすモノであり、全ての人的交流は人間的情緒に基礎がある 

  ・テクノロジーの進歩により生活は便利になる一方で人との繋がりは希薄になる 

  ・「地域づくり」「まちづくり」を進める上で、「人間関係の構築」は重要であり、連携 

は不可欠。必要なデジタルツールを利用しつつ、アナログ的な地域社会づくりを継続 

していく 

  

５ めざすべき東播磨の姿 

  東播磨地域のめざすべき将来像（２０５０年の姿） 

  ・歴史、自然、産業が連携し、多世代、多様な人々の生き方を受け入れる魅力溢れる東 

播磨地域 

  ・挑戦する意欲と多様で個性的な能力の協働 

  ・子育てしやすく、高齢者にも優しいまち、だれもが住みたいまち 

  

６ 将来像を実現するための取組の方向性 

  めざすべき将来像の実現に向けて取り組むべき方向性 

  技術の進歩を受け入れ、快適な生活を享受し、多様な働き方を実現するいっぽうで、人

と人とのつながりを再認識し、文化の発展や伝統の継承、コミュニティの再構築を行う。 

 １．自然と調和し、だれもが暮らしやすい東播磨 

 ２．人がつながり、にぎわいのある東播磨 

 ３．軽やかに暮らせる東播磨 

４．ひとを創る東播磨 

５．エネルギーをつくり、地産地消のできる東播磨 
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項目【柱立て】 具体的な内容 

１ 自然と調和 

し、だれもが暮 

らしやすい東播 

磨 

 

・豊かな自然もあり、中心市街地に文化施設、商業施設、商店街等

の賑わいもあり、モノづくり企業の調和が取れたまち 

・東播磨には、世界シェアナンバー１の企業が多く、その技術を世

界の環境問題、海洋プラスチックや地球温暖化に対応した取組がで

きている。産業の環境技術とコウノトリの自然を活かし、世界最先

端の環境都市になる 

・穏やかさを壊すことなく、より一層穏やかで暮らしやすいまちに

なっている 

・子どもが安全に遊べる場所、自然を生かしたアスレチック的な公

園などの充実が可能な地域。遠方からでも訪れたくなるような魅力

的な公園がある 

・緑と花があふれる環境が感受性の高い子どもの性格形成に役立っ

ている 

・ロボットと共に過ごしている 

・沿岸部は環境問題に配慮しながらより経済成長し、農村部は病院

など生活に関わる店などが充実して、他地域からの移住が増えてい

る 

・東播磨地域の中で経済成長している場所と暮らしやすい場所が分

かれている 

・南海トラフがきてもすぐに復興できる、エネルギーに満ち溢れた

まち 

・介護施設に行かなくても家で介護できる環境が整っている 

・祖父母と共にくらすことを意識し、空き家、孤独死が減っている 

 

２ 人がつなが

り、にぎわいの

ある東播磨 

 

・地域の困ったことなどをITやテクノロジーと地域の力を合わせて

考え、よりよく素敵な場所にしたいという思いの人が集まる地域と

なる 

・興味、関心、好奇心等で集まるテーマ型コミュニティが従前の自

治会等の地縁型コミュニティと同等の機能を持つようになっている 

・製造業、運輸通信業、官公庁などの一部の業種以外は原則在宅、

テレワークが主流となり、季節に応じて東播磨地域に一定期間滞在

する働き方を実現するシェアハウス、長期滞在用施設が地域内各地
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に点在している 

・居住地にいて仕事が出来、移動時間の短縮や仕事の能率化による

余暇を、地域にいて家族との時間や趣味、地域活動にあてることが

できる 

・（コロナ禍を契機に）デジタル化や地方移住など社会変革が始ま

り、各地に新たな社会秩序の形成が出来る。とりわけ人口流出が潜

在的に続く地域である東播磨では、地域の魅力を再発見し、変化に

柔軟に対応出来る素地ができている 

・空き家空き店舗にクリエイティブ産業を誘致、古民家は商業施設

とコラボするなど中心街がにぎわう 

・若い世代が増えて活発に新しいことを取り入れ、住んでいて楽し

い！！と思えるまち 

・年中温暖な気候を生かしてウォーキング、ランニング、サイクリ

ングなどの道を徹底して確保し、道沿いで名物にしたいものが売ら

れているなどにぎわいのあるまち 

 

３ 軽やかに暮

らせる東播磨 

 

・新たなテクノロジーの投入により、道路には維持管理の低廉化、

簡易化と自動運転技術への適応、交通インフラには安定的なサービ

スとシームレスな利用環境の整備、ラストマイル輸送の確保による

高齢者にもやさしい移動環境、当地域全体として安心かつ安全なま

ちづくりに繋がっている 

・テクノロジーの進歩を踏まえた活用により企業の経営環境を改

善、安全な現場や安定した働き方が実現する 

・日用品の買い物は EV（電気自動車）を使用するほか、地域内の商

業施設にリクエストすればドローンによるオンデマンド配送も可

能。通常の生活で温室効果ガスを発生させることもない 

・平日は都市部で暮らし、休日は田舎で暮らすというセカンドハウ

スを持つ人が増え、人の移動に伴う活性化もある 

・インターネットを活用したスポーツへの参画拡張 

・5G を活用した遠隔医療、遠隔手術のシステム構築、VR を利用し

家に居ながら最前席からのスポーツ観戦 

・車が空を飛ぶため、道路は廃止され効率の良い町づくりがおこな

われている 
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・一家族に一つ家事などをやってくれる手助けロボットが置かれて

いる 

・新しい交通機関が発達し、移動することがより楽になり、移動が

スムーズに行えることで無駄な時間を省き、何に対してもすぐに対

応することが可能な社会 

 

４ ひとを創る

東播磨 

 

・将来を支える世代に魅力を感じてもらい、多世代をはじめ多様な

人々の生き方を受け入れる地域となっている 

・社会に新しい価値を実現していくことが重視され、未解決の問題

へ挑戦する意欲と多様で個性的な能力の協働により、自分と異なる

者を認め合うことのできる社会 

・ジェネラリスト（全てが満遍なくできる）ではなく、エキスパー 

ト（１つの分野に特化する）という人材づくりをしている社会 

・一人の成長が周りの活動を支え、周りの活動が一人を成長させて

いくような社会 

・参加者だった子どもたちが、やがて運営側となり地域の子どもた

ちのリーダーとして活躍できる社会 

・総合芸術型の人材や文化像を語ることのできる幅広い知見を有

した人材が輩出される社会 

・現状を変革していこうとする哲学と行動力をもった人材が育成

される社会 

・結婚しなければならないという固定観念がない社会 

・好きなことでお金を稼ぐ人たちが集うまち 

・子供の教育や成長が重視されていて、しっかりと考える、創造す

るという力を持つ子供が増え、それを見守るために多くの大人が周

りで支えているような社会。個人がしたいことを行えて、趣味を楽

しみ、文化を保全しながら生活できる社会 

・人々が、AI に仕事を取られないようにいろんなスキルを身につ

けている社会 
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５ エネルギー

をつくり、地産

地消のできる東

播磨 

 

・農業生産にかかるあらゆる作業の自動化・IT 化。農作業について、

身体に装着することで動作を補助、作業時に身体へかかる負担を軽

減する「農業用アシストスーツ」の開発や農機具により自動運転、

ドローンを利用した肥料・農薬散布の推進 

・水が豊かな東播磨は、天候も良く平地も多いため水素を発生させ

るための施設ができている 

・日常生活で使用する電気エネルギーは基本的に「地産地消」で、

地域内の数キロ程度の移動は１～２名乗って自動運転 EV(電気自動

車)が担う。EV は地域(自治会単位)の共有財産であり、運営コストは

年間の自治会費、電力会社とのエネルギー融通料金で賄われる 

・地域の中で、自然あふれる農村モデル地区になっている 

・第 6 次産業を重視。第三次だけではなく、地の利を生かした第一

次、第二次産業も充実させて、地産地消で地域経済にも貢献できる。

世界規模での展開は遠のいてしまうが、新たな技術や情報を用いて、

質の高い製品を作ることができる 

 

参考資料 

・兵庫県将来構想試案 

・東播磨将来像に関するアンケート調査結果 

・若者アンケート調査結果 

 

  

《参考》現行の東播磨地域ビジョン（H２３改訂）の構成 

    １ 趣旨（点検・見直しの趣旨） 

    ２ ビジョン策定から現在までのふりかえり、時代潮流 

    ３ ビジョンの実現に向けた推進体制 

    ４ 改訂版東播磨地域ビジョン 

     （１）展望・想定年次 

     （２）ビジョンの理念・方向性 

     （３）ビジョンが描く４つの将来像 

    ５ ４つの将来像を実現するための参画と協働による取組 

    【参考資料】・東播磨将来像に関するアンケート調査結果 

          ・県民参加（夢会議等）の県民意見 

                  ・県民意識調査結果  等 


